
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問合せ先（高橋・美里・益富地区のわくわく事業について） 
豊田市役所 高橋支所 地域振興担当 
電話:80-0077 ＦＡＸ:80-0092 
Ｅ-mail:takahashi-shisho@city.toyota.aichi.jp 

わくわく事業は、地域資源（人材・文化・自然など）を活用して、
「地域課題の解決」や「地域の活性化」に取り組んでいる団体の

事業を支援する制度です。 

この冊子は、令和７年度に高橋地区・美里地区・益富地区で活動
した団体の報告書をまとめたものです。 

地域のために活動されている団体の応援をお願いします。 
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団 体 名 高橋少年少女クラブ 平井小教室 （略称:TBG クラブ平井小教室） 

事 業 名  小学校の授業後のクラブ活動運営事業 

事業目的 

⑴ 地域住民による授業後の小学生の豊かな生活づくり、仲間づくり
の支援を行う。 

⑵ 地域住民が TBG クラブ活動への運営や指導に携わり、地域の子ど
もとの交流を通して、将来地域社会に貢献する循環型地域社会づ
くりを目指す。 

 

事業成果 

⑴ 参加児童のアンケート結果 ［回答者数 54 名 (会員総数の 90%)］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 参加児童の保護者の声 （保護者アンケートより） 
・共働きの親には、授業後、子供の活動の場があることは大変ありがたい。 
・熱心な地域指導者のお陰で安心して参加でき、また、無料で参加できる 

活動に感謝しています。 
・親の世代では当たり前だった部活度が、今の時代やルールに合わせた形 
で運営していただき感謝しています。 

⑶ 年 2 回広報紙発行。地域での TBG 活動の認知と評価が高まった。 
⑷ 保護者見学会の実施（10 月 3 日㈮）34 名の保護者が参加 

今後の課題 
〇 地域の教育力を生かした継続的な活動とするための各団体との連

携の強化 
〇 参加児童の増加に、より充実した指導内容と安全な指導体制 

➀楽しく活動できたか。 
 

➁ 授業後の充実度 
 

➂ 将来の地域貢献意識 

機会があれば 
参加したい 

24％ 

興味が出てきた 
20％ 

考えていない、 
わからない 

28％ 
 

積極的に 
参加したい  

28％ 
 

●児童の 91％が「楽しかった」と回答し、目標は達
成でき有意義な活動となった反面、より魅力ある
練習内容の工夫が必要である。 

●児童の 76％が「仲間づくりや、友情を深めるのに
役立った」と回答した。 

●児童の 80％が下校後のクラブ活動参加は、生活の
充実につながり、帰宅後の子供の様子を見た保護
者からの歓迎の声も多く聞かれた。 

●指導してくださる地域指導者の影響を受けて
72％の児童が、将来の地域活動参加への興味を示
してきた。この傾向は年々高まっている。 

大変 
楽しかった 
50％ 楽しかった 

41％ 

あまり楽しく 
なかった 9％ 

大変充実した 
30％ 

充 実 し た 
50％ 

あまり充実し 
なかった 13％ 

充実しなかった
7％ 

＜会員アンケートより＞ 
・体を動かす事が好きで、皆と一緒に活動してい

ると楽しい。 
・普段と違う友だちが出来たこと。それにコーチ

が楽しく教えてくれ、また来年も参加したい。 
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活 動 内 容 
１ 参 加 費  無料   
２ 活動場所  平井小学校の運動場、体育館、音楽室 
３ 活動種目  サッカー、ミニバスケットボール、吹奏楽(ファンファーレ) 
４ 参加児童  ４年から６年の児童の希望者 
５ 活動期間  ４月から１０月前期までの在校日 水曜と金曜の週２回 
６ 活動時間  授業終了後から午後５時までの１時間 

       活動後の帰宅は、通学班に分かれた集団下校 
７ 活動回数  ３３回 

 
活 動 風 景 ※写真等を使用し、活動の様子が分かるように作成してください。 

 
 

 

 

 

 

［役員/指導者全体会 4月 18 日㈮］    ［活動初日のガイダンス 4 月 25 日㈮］ 

 

 

 

 

 

［ミニサッカークラブ］          ［保護者見学会 10 月 3 日㈮］ 

 

 

 

 
 

［ミニバスケットボールクラブ］         ［ファンファーレクラブ］ 
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団 体 名 高橋少年少女クラブ 寺部小教室 （略称:TBG クラブ寺部小教室） 

事 業 名  小学校の授業後のクラブ活動運営事業 

事業目的 

⑴ 地域住民による授業後の小学生の豊かな生活づくり、仲間づくり
の支援を行う。 

⑵ 地域住民が TBG クラブ活動への運営や指導に携わり、地域の子ど
もとの交流を通して、将来地域社会に貢献する循環型地域社会づ
くりを目指す。 

 

事業成果 

⑴ 参加児童のアンケート結果 ［回答者数 50 名 (会員総数の 79%)］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 参加児童の保護者の声 （保護者アンケートより） 
・子どもは楽しく参加させて頂いています。学校の先生ではない地域の大人に出

会えることと、初心者も一緒に活動できることは、とても貴重な体験だと思って
います。感謝の気持ちでいっぱいです。 

・仕事があり、送迎が難しいですが、学校が終わってからたらそのまま活動でき、
親として助かります。 

・安全に楽しく友だちと体を動かせる場があり、無料で参加でき、本当にありがた
いです。指導者の先生には感謝しかありません。 

・子どもたちは、学年の違うみんなと一緒に活動できて、とても楽しそうです。週
２日でもこういう機会があり、うれしく思います。 

⑶ 年 2 回広報紙発行。地域での TBG 活動の認知と評価が高まった。 
⑷ 保護者見学会の実施（９月 26 日㈮）37 名の保護者が参加 

今後の課題 
〇 地域の教育力を生かした継続的な活動とするための各団体との連

携の強化 
〇 参加児童の増加に、より充実した指導内容と安全な指導体制 

➀楽しく活動できたか。 
 

➁ 授業後の充実度 
 

➂ 将来の地域貢献意識 

機会があれば 
参加したい 

36％ 
興味が出て 
きた 16％ 

考えていない、 
わからない 

36％ 
 

積極的に参加 
12％ 
 

●児童の 96％が「楽しかった」と回答し、目標は達
成でき有意義な活動となった反面、より満足度を
高める指導の工夫が必要である。 

●児童の 94％が下校後のクラブ活動は、充実した生
活につながったと回答。（前年度より 4P 増加） 

●地域指導者の影響を受けて 64％の児童が、将来の
地域活動参加への興味を示してきた。 

大変 
楽しかった 
46％ 楽しかった 

50％ 

あまり楽しく 
なかった 4％ 

大変充実した 
30％ 

充 実 し た 
64％ 

あまり充実し 
なかった 6％ 

＜会員アンケートより＞ 
・途中からコーチが変わったけど、教え方が上手で、

よりサッカーが好きになった。 
・しっかり活動時間があり、練習メニューが豊富なた

め、色々と積極的に挑戦が出来た。 
・初めてのバスケだったけどシュートが決まったと

きはうれしかった。 
・普段、あまり関わらない子とも関わる機会が増え、

楽しくバスケを学べた。 
・合唱という一つになれる体験を通して、「人と人と

の関係」を学びました。 
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活 動 内 容 
１ 参 加 費  無料   
２ 活動場所  寺部小学校の運動場、体育館、音楽室 
３ 活動種目  サッカー、ミニバスケットボール、合唱 
４ 参加児童  ４年から６年の児童の希望者 
５ 活動期間  ４月から１０月前期までの在校日 水曜と金曜の週２回 
６ 活動時間  授業終了後から午後５時までの１時間 

       活動後の帰宅は、通学班に分かれた集団下校 
７ 活動回数  ２６回 

 
活 動 風 景 ※写真等を使用し、活動の様子が分かるように作成してください。 

 
 

 

 
 
 

 

［活動初日のガイダンス 4月 23 日㈬］    

 

 

 

 

 

 

［サッカークラブ］    ［バスケットボールクラブ］  ［合唱クラブ］   

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

［保護者見学会 9 月 26 日㈮］ 
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団 体 名 高橋少年少女クラブ 市木小教室 （略称:TBG クラブ市木小教室） 

事 業 名  小学校の授業後のクラブ活動運営事業 

事業目的 

⑴ 地域住民による授業後の小学生の豊かな生活づくり、仲間づくり
の支援を行う。 

⑵ 地域住民が TBG クラブ活動への運営や指導に携わり、地域の子ど
もとの交流を通して、将来地域社会に貢献する循環型地域社会づ
くりを目指す。 

 

事業成果 

⑴ 参加児童のアンケート結果 ［回答者数 54 名 (会員総数の 90%)］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 参加児童の保護者の声 （保護者アンケートより） 
・共働きで習い事に通わせることが難しい我が家では、授業後そのまま学

校で活動できるのは大変ありがたい。 
・最後にクラブ活動見学会を実施してくださったことは、子どもの様子を

見る良い機会となった。 
・学校の先生以外の大人と話すことや、異年齢の子と接することなど子供

の成⾧にとってありがたい。指導者の方には感謝しかありません。 
⑶ 年 2 回広報紙発行。地域での TBG 活動の認知と評価が高まった。 
⑷ 保護者見学会の実施（9 月 26 日㈮）42 名の保護者が参加 

今後の課題 
〇 地域の教育力を生かした継続的な活動とするための各団体との連

携の強化 
〇 参加児童の増加に対応した指導者の確保 

➀楽しく活動できたか。 

➁ 授業後の充実度 
 

➂ 将来の地域貢献意識 

機会があれば 
参加したい 

38％ 

興味が出てきた 
19％ 

考えていない、 
わからない 27％ 
 

積極的に参加 
したい 15％ 
 

●児童の 94％が「楽しかった」と回答し、目標は達
成でき有意義な活動となった。（昨年より 8P 増加） 

●児童の 81％が「仲間づくりや、友情を深めるのに
役立った」と回答した。 （昨年より 13P 増加） 

●児童の 87％が下校後のクラブ活動参加は、生活の
充実につながった。       （昨年より 5P 増加） 

●指導してくださる地域指導者の影響を受けて
72％の児童が、将来の地域活動参加への興味を示
してきた。               （昨年より 5P 増加） 

大変 
楽しかった 
65％ 

楽 し か っ た
29％ 

あまり楽しく 
なかった 4％ 

大変充実した 
50％ 充実した 

   37％ 

あまり充実し 
なかった 12％ 

充実しなかった 2％ 
 

＜会員アンケートより＞ 
・最初は上手くできなかったけどコーチに詳しく

教わって上手くできるようになった。 
・体を動かす事が好きで、皆と一緒に活動してい

ると楽しい。 
・普段一緒にやらない人や他学年の子と一緒に楽

しく活動が出来た。 

楽しくなかった 
2％ 
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活 動 内 容 
１ 参 加 費  無料   
２ 活動場所  市木小学校の運動場、体育館、音楽室 
３ 活動種目  サッカー、ミニバスケットボール、吹奏楽(ファンファーレ) 
４ 参加児童  ４年から６年の児童の希望者 
５ 活動期間  ４月から１０月前期までの在校日 水曜と金曜の週２回 
６ 活動時間  授業終了後から午後５時までの１時間 

       活動後の帰宅は、通学班に分かれた集団下校 
７ 活動回数  ３１回 

 
活 動 風 景 ※写真等を使用し、活動の様子が分かるように作成してください。 

［役員/指導者全体会 4月 18 日㈮］    ［活動初日のガイダンス 4 月 30 日㈬］ 

 

 

 

 

 

 

［ミニサッカークラブ］                ［クラブ見学会 9月 26 日］    

 

 
 
 
 

 

［ファンファーレクラブ］ 

 

 

 

 

 
 

［ミニバスケットボールクラブ］          
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　  ・団地周辺緑地帯の雑木の伐採 　・遊歩道の落ち葉清掃

１、生息する猫の減少（捕獲２９匹→現存１０匹）子猫誕生＆新顔なし

事業目的

猫の捕獲と避妊去勢手術を施し地域猫として見守り、長年の課題であった

　区民の庭先での『糞尿被害』から解放された生活環境をめざす。

②　エサ、トイレの管理を行う。

③　最終的に「野良猫」のいない生活環境の実現。

①　手術後の猫を「地域猫」としてその１代の生存を認める。

団 体 名

事 業 名

猫の会2019
地域猫として見守る事業

地域の生活環境の改善を通した地域づくり

今後の課題

活動実績

１、地域猫としての正確な頭数の把握と見守りの継続。

　　　　⇒観察会を計画し、地域猫、新顔猫、未処理猫の頭数把握

１、地域に生息する野良猫の捕獲と手術＝本年度０匹（累計２９匹）

２、地域猫としての見守り＝エサやり、トイレ場管理

    ・会員＝１４名　・エサ場＝５カ所　・トイレ場＝７カ所

３、地域貢献活動

事業成果
２、日頃の地域活動に対し県社会福祉協議会より感謝状の受賞

　　・団地内公園（３カ所）の砂場清掃　　

　　・区民からの情報による死骸処理＝１件（累計 猫＝４、野獣＝４）

（ 益富 地区）

F

　　猫の会への質問、指摘内容
　　　・猫を捨てにくるとか他からの流入はないか？
　　　・地域猫と家猫の区分認識を間違いないように。
　　　・エサの単価に差がある。

活動風景 ※写真等を使用し、活動の様子が分かるように作成してください。
提出日の関係で令和7年1月1日～令和7年12月31日の活動をまとめる。

3/8 令和７年度わくわく事業申請 審査会 於：高橋支所 2F大会議室

2/15 令和６年度わくわく事業成果発表会

於：高橋支所 2F大会議室

・高橋地区＝7団体

・美里地区＝15団体

・益富地区＝11団体

計33団体が臨む

4/12 令7年度 総会を開催

９/２ 県社会福祉協議会からの感謝状。

10：00～11：00審査会

事業報告（会長）

総会風景

アライグマの死骸

夏目会長の出席

場所 ＝ 自治区集会所 和室

時間 ＝ 10:00 ～ 11:00

出席者＝ 11名

（柳田さん、松岡さんを除く）

意見交換内容＝

1、事業報告（夏目会長）

2、会計報告（高橋会計）

3、エサ単価の低減の検討

4、残存猫の調査←エサ場担当にて調査

（写真一覧から残存猫を白井まで連絡）

5、役員の改選なし

大村知事あいさつ

９/１４ 感謝状の集会所への掲示。

市と県からの

感謝状が並ぶ

感謝状

区民からの依頼による害獣捕獲＆死骸処理作業

活動紹介シートとともに掲示

会マスコットを全員に

害獣捕獲準備
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登録１５ 登録１６登録１１ 登録１２

登録 ９ 飼い猫になる 登録１０ 飼い猫になる

登録 ５ （R5/8/24没） 登録 ６ ケガにより飼い猫になる

登録 ７ 行方不明に（没か？）

登録 ３

登録 ２登録 １

登録 ４（灰）＆登録 ５（黒）

登録 ８

登録１３（R5/7/24没） 登録１４

5月 現存猫調査月間とし猫の戸籍調査を行う。
＊活動開始から29匹の猫を捕獲し施術。R５年度16匹を登録。

＊R7年 年初1２匹が残存

＊登録 ９ 飼い猫になり登録抹消

＊登録１０ 飼い猫になり登録抹消

＊年末現在の残存猫 ＝ １０匹

10/19 組長会にて『猫の会の活動』を報告、チラシを自治区内回覧。7/24 社会福祉協議会へ『活動PRシート』を提出。

＊年間を通じた活動

砂場の上に張り出した樹木からの

落ち葉も糞の処理に併せて。

＊さんぼんまつ公園、くさんぶえ公園

での脛場清掃も継続中。
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けやきだい公園砂場

糞処理件数の推移

バラツキがあるも

野良猫の減少に伴い、

糞も減少傾向。

12/21 年末昼食懇親会

わくわく事業成果資料とともに

自治区集会所会議室に掲示

日頃からの地域活動に対する感謝状を
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団 体 名

事 業 名

事 業 目 的

（益富地区）

クリーン志賀ニュー
志賀ニュータウンの歩道を

きれいにする活動

志賀ニュータウンの旧バス通り

（志賀ニュータウンバス停～香九

礼交差点）の歩道をきれいにし、

住民に潤いを与える。

○花苗を植付。

○歩道上のそうじ・除草。

事 業 成 果

今後の課題

○歩道の景観がよくなった。
活動前は雑草が繁茂していたが、花苗を植

え落葉等のそうじをすることで、歩道がきれ

いになり利用者（通学の児童・生徒、買物の

往来、散歩者、犬の散歩等）が気持ちよく通

行できた。

○車窓からの眺めもバツグン。

○会員の高齢化
当初の目標をほぼ達成したが、今後この活

動を維持することは困難？なため、今年は

９ヶ所の植付区画を断念し整理した。
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活 動 内 容

年間活動
5/14 春の意見交換会・（総会）
5/30 花苗分配作業

5/31 春の花苗植付・配付
6/ 8 看板（名札）設置

7/21 花苗生育状況調査

10/19 秋の意見交換会
10/31 花苗分配作業

11/ 1 秋の花苗植付・配付

11/ 6 レンガ等撤去

々 花壇用土搬出
11/15 看板（名札）設置

12/  6 花苗生育状況調査

◎通年作業
（会員の判断で適宜、担当区画を行なう）

○花苗（花だん）への水やり

○花だん・歩道の除草

○歩道のそうじ

◎街路樹の脇芽欠き→年・数回
◎３号公園法面のクズ蔓除去→年・数回

◎会員対象回覧→年・数回

◎三役会 →年・数回

植付断念

区画の

後処理

活動場所

総延⾧約６００㍍

花壇の管理状態
（2025年１月）

○対象全区画 ５９ヶ所

○花苗植付 ３７ヶ所

○アジサイ植付 １ヶ所

○植付断念区画１９ヶ所

（レンガ等の構造物を撤去）

○宗教団体管理 １ヶ所

○個人管理（非会員）１ヶ所
（一区画→約１㎡）

（植付本数・基本１６本/一区画）

※クリーン志賀ニューが直接関わってい

るのは上記太字の計５７ヶ所です。

会員構成
（2026年１月）

○会員 ２８名

○協力会員 ６名
※協力会員とは主に家族で

会員と同じ区画を担当。

植付断念区画の後処理
レンガ等撤去（11/6）

会員が適宜、

担当区域の歩道をそうじ

活 動 風 景 ※写真等を使用し、活動の様子が分かるように作成してください。

意見交換会(春＆秋)
（写真は令和７年５月１４日）

花苗植替え(春＆秋)
（写真は令和７年５月３１日）

花苗仕分け(春＆秋)

（写真は令和７年５月３０日）

看板設置（花の名札・春＆秋）

（写真は令和７年６月８日）

取付の看板（花の名札）

（春＆秋・各１５枚）

マリーゴールドほか（春植付）

ビオラ（秋植付）
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